
　
あ

け
ま

し
て

お
め

で
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
　

平
成

２
７

年
最

初
の

表
紙

を
飾

る
の

は
、

米
崎

小
学

校
（

菅
野

稔
校

長
）

の
５

年
生

。
未

来
の

陸
前

高
田

市
を

担
う

子
ど

も
た

ち
は

、
魅

力
あ

ふ
れ

る
ま

ち
づ

く
り

の
一

員
と

な
る

よ
う

、
み

な
ぎ

る
若

さ
で

勉
強

、
ス

ポ
ー

ツ
に

一
生

懸
命

頑
張

り
ま

す
！

！

今
年

は
私

た
ち

の
年

「
羊 ひ

つ
じ

ど
し

年
」

２０１５
年（

平
成

２７
年

）

月１
日
号
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平
成
27
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
本
市
行
政
に
対
し
ま
し
て
、
多
大

な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
10
か
月
と
な
り
ま

す
。
震
災
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
あ
ら
た
め

て
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
震
災
復
興
計
画
に
お
け
る
「
復
興
展

開
期
」
に
入
る
こ
と
か
ら
、「
正
念
場
の
一
年
」

と
し
て
、
各
種
事
業
を
前
へ
前
へ
と
推
し
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

復
興
の
最
優
先
課
題
で
あ
る
被
災
者
の
住
宅
供

給
と
し
て
、
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
は
、
高
田

町
、
気
仙
町
今
泉
地
区
を
除
い
た
地
域
で
計
画
さ

れ
て
い
る
全
28
か
所
中
、
す
で
に
16
団
地
が
完
成

し
、
住
宅
建
設
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
中

に
28
団
地
す
べ
て
の
整
備
が
終
了
す
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。

　

災
害
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
高
田
町
下
和
野

地
区
お
よ
び
気
仙
町
水
上
地
区
に
お
い
て
昨
年
か

ら
入
居
が
開
始
さ
れ
、
小
友
町
柳
沢
前
地
区
お
よ

び
西
下
地
区
に
つ
い
て
も
、
入
居
が
始
ま
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。

　

高
田
・
今
泉
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
は
、
仮
換
地
指
定
に
向
け
、
鋭
意
作
業
を
進
め

て
い
る
と
と
も
に
、
高
田
地
区
の
中
心
市
街
地
で

は
今
年
秋
に
商
業
施
設
の
建
築
が
一
部
可
能
と
な

る
な
ど
、
復
興
が
本
格
化
し
て
い
る
状
況
で
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
今
も
な
お
、
多
く
の
市
民
が
仮
設
住

宅
で
暮
ら
し
て
お
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
環
境

に
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
に
お

い
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
思
い
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
な
が
ら
、
復
興
を
進
め
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
に
お
い
て
も
、
被
災
者
の
皆
さ
ま
の
気
持

ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た

全
国
、
世
界
の
人
た
ち
と
の
「
絆
」
と
「
交
流
」

を
深
め
、
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
で
も
、
安
心
安
全
で

生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
の
い
ら

な
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
市
政
に
対
す
る
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
に
寄
せ
て

　
　
陸
前
高
田
市
長
　
戸
　
羽
　
　
　
太
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新校舎用地

校舎棟イメージ図

旧高田高等学校

第二グラウンド
（現状：仮設住宅）

第一体育館外観

建設中の校舎

第一体育館フロア

生徒昇降口付近の交流ホール（仮）

A

C

B

D

春の完成に向けて建設中

県立高田高等学校新校舎

　東日本大震災により校舎が全壊した岩手県立高田高等学校は、平成２３年４月末に大船渡東
高等学校萱中校舎を仮校舎として再開しています。
　現在、仮設住宅が建ち並んでいる高田高校第２グラウンドの北側に建設されている新校舎は、
鉄筋コンクリート４階建てで、校舎の延べ床面積は約７，１００㎡。安全で快適な教育環境の
整備に向けて、着実に工事が進められています。

A
C

B
D

産業振興棟

③



33億856万円

32億3,546万円

歳 入

歳 出

【国民健康保険】

　

平
成
25
年
度
の
国
民
健
康
保
険

事
業
は
、
保
険
税
収
納
額
が
増
加

し
ま
し
た
が
、
前
期
高
齢
者
交
付

金
額
の
減
少
等
に
よ
り
歳
入
総
額

が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
厳
し
い

財
政
運
営
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
う
ち
、
国
保
税
は

４
億
６
３
１
万
円
で
、
東
日
本
大

震
災
に
伴
う
減
免
が
段
階
的
に
縮

小
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
比
33
・
５
㌫
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
庫
支
出
金
が

12
億
６
１
７
２
万
円
で
前
年
度

比
９
・
４
㌫
の
増
、
県
支
出
金

が
２
億
２
４
６
３
万
円
で
前
年

度
比
30
・
８
㌫
の
増
と
な
り
ま

し
た
が
、
前
期
高
齢
者
交
付
金

が
４
億
２
６
０
３
万
円
で
前
年

度
比
47
・
５
㌫
の
減
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
歳
入
総
額
は

33
億
８
５
６
万
円
で
前
年
度
比

５
・
４
㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　　

歳
出
は
、
保
険
給
付
費
が

21
億
６
７
３
２
万
円
で
前
年
度

比
４
・
５
㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た

が
、
一
人
当
た
り
医
療
費
は
前
年

度
と
比
較
し
て
１
万
１
９
３
円
増

加
し
、
33
万
５
１
８
円
と
な
り
ま

し
た
。
一
人
当
た
り
医
療
費
は
、

こ
れ
ま
で
も
増
加
傾
向
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、
特
に
平
成
23
年
度

以
降
は
高
い
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
介
護
納
付
金
が

１
億
８
４
１
１
万
円
で
前
年
度
比

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
決
算
状
況

　
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
病
気
や
け
が

4

4

を
し
た
と
き
に
、
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
た
め
の
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
昨
年
度
の
国
民

健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
決
算
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

平
成
26
年
度

国
民
健
康
保
険

歳 

入

歳 

出

【歳入】　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）
項　　目 平成25年度 平成24年度 前年度比(%)

国 保 税 40,631 30,441 33.5 
国 庫 支 出 金 126,172 115,319 9.4 
県 支 出 金 22,463 17,168 30.8 
療 養 給 付 費 交 付 金 22,169 25,190 -12.0 
前 期 高 齢 者 交 付 金 42,603 81,202 -47.5 
共同事業交付金 35,803 37,428 -4.3 
繰 入 金 17,752 18,006 -1.4 
そ の 他 23,263 24,998 -6.9 

歳　入　計 330,856 349,752 -5.4 

【歳出】　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）
項　　 目 平成25年度 平成24年度 前年度比(%)

保 険 給 付 費 216,732 227,051 -4.5 
後期高齢者支援金など 38,421 35,970 6.8 
老人保健拠出金 2 2 0.0 
介 護 納 付 金 18,411 16,423 12.1 
共同事業拠出金 34,438 36,213 -4.9 
保 健 事 業 費 2,264 2,409 -6.0 
そ の 他 13,278 9,641 37.7 

歳　出　計 323,546 311,694 3.8 

国保税
4億631万円

（12%）

国庫支出金 
12億6,172万円

（38%）

保険給付費
21億6,732万円

（67%）

介護納付金
1億8,411万円（6%）

共同事業拠出金
3億4,438万円（10%）

保健事業費
2,264万円（1%）
その他
1億3,278万円（4%）

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

（円）

H21

80,669円

247,120円

H23

42,573円

282,876円

１人当たりの医療費と国保税の比較

１人当たり医療費　　　１人当たり国保税
H22

75,294円

254,429円

H24

43,143円

320,325円

H25

62,165円

330,518円 90,000
80,000
70,000
60,000
50,000
40,000
30,000
20,000
10,000
0

（円）

老人保健拠出金
2万円

後期高齢者支援金など
3億8,421万円（12%）

県支出金
2億2,463万円（7%）

療養給付費交付金 
2億2,169万円（7%）

前期高齢者交付金 
4億2,603万円

（13%）

共同事業交付金
3億5,803万円（11%）

繰入金 1億7,752万円（5%）

その他 2億3,263万円（7%）
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【後期高齢者医療保険】

12
・
１
㌫
の
増
、
歳
出
そ
の
他
が

前
年
度
国
庫
支
出
金
返
還
金
な
ど

の
増
に
よ
り
１
億
３
２
７
８
万
円

で
前
年
度
比
37
・
７
㌫
の
増
と

な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
歳
出
総

額
は
32
億
３
５
４
６
万
円
で
前
年

度
比
３
・
８
㌫
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

　

昨
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
事
業
は
、
被
保
険
者
数
の
増
加

等
に
よ
り
保
険
料
が
増
加
し
ま
し

た
が
、
そ
の
増
加
分
に
対
し
て
広

域
連
合
納
付
金
（
※
１
）
も
増
加

し
た
こ
と
か
ら
、
歳
入
歳
出
の
調

整
を
行
う
た
め
の
一
般
会
計
繰
入

金
も
増
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
域
連
合
が
支
払
っ
た

本
市
分
の
医
療
給
付
費
（
※
２
）

に
つ
い
て
も
被
保
険
者
数
の
増
加

等
に
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
が
１
億
１
８
７
万
円

で
前
年
度
比
６
・
７
㌫
増
加
し

た
こ
と
か
ら
、
歳
入
総
額
は

１
億
８
６
１
７
万
円
で
前
年
度
比

８
・
４
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
繰
入
金
が

７
７
７
５
万
円
で
前
年
度
比
15
・

　

一
人
当
た
り
の
医
療
費
が
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
増
え
続
け
る
と
、
医
療

費
の
財
源
と
な
っ
て
い
る
保
険
税
の

負
担
な
ど
が
大
き
く
な
り
、
国
保
制

度
の
運
営
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

医
療
費
は
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で

節
約
す
る
こ
と
が
で
き
、
家
計
の
負

担
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
節

約
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で

す
。

ポ
イ
ン
ト
１
▽
か
か
り
つ
け
医
師
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
２
▽
同
じ
病
気
で
複
数
の

病
院
に
か
か
る
重
複
受
診
を
や
め
ま

し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
３
▽
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
積
極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
薬
の
飲
み
残
し
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
き
は
、
医
者
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
４
▽
急
病
や
け
が
な
ど
の

や
む
を
得
な
い
場
合
で
な
け
れ
ば
、

診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
５
▽
特
定
健
康
診
査
や
各

種
検
診
を
受
診
し
、
病
気
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
推
進
課
国
保

係
（
内
線
１
４
０
、１
４
１
）

医
療
機
関
の
適
正
受
診
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

【
用
語
説
明
】

※
１　

広
域
連
合
納
付
金
と
は
、
納

付
い
た
だ
い
た
保
険
料
な
ど
を

岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
に
納
付
す
る
お
金
の
こ
と

で
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
の
医
療
費
の
一
部
に
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

※
２　

医
療
給
付
費
と
は
、
療
養
給

付
費
（
医
療
費
総
額
か
ら
患
者

一
部
負
担
金
を
引
い
た
保
険
者

負
担
分
）、
療
養
費
お
よ
び
高

額
療
養
費
の
合
計
で
す
。

８
㌫
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
広
域
連
合
納
付
金
が

１
億
７
５
７
５
万
円
で
前
年
度
比

10
・
０
㌫
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、

歳
出
総
額
は
１
億
８
６
１
７
万
円

で
前
年
度
比
８
・
４
㌫
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納

付
方
法
は
、
原
則
年
金
天
引
き
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
年
金
や
保
険

料
の
金
額
な
ど
に
よ
り
、
納
付
書

に
よ
る
納
付
に
変
更
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
に
関
す
る
お
知
ら
せ
が

届
い
た
ら
、
必
ず
内
容
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
は
、

便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
を
勧
め

て
い
ま
す
。
保
険
料
を
年
金
か
ら

天
引
き
、
ま
た
は
納
付
書
で
納
付

し
て
い
る
人
の
ど
ち
ら
で
も
口
座

振
替
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
金
融
機
関
窓
口

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
推
進
課
国

保
係
（
内
線
１
４
０
、１
４
１
）

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

歳 

入

歳 

出

【歳出】　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）
項　　 目 平成25年度 平成24年度 前年度比(%)

総 務 費 1,042 1,202 -13.7 
広域連合納付金 17,575 15,971 10.0 

歳　出　計 18,617 17,173 8.4 

【歳入】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）
項　　目 平成25年度 平成24年度 前年度比(%)

保 険 料 10,187 9,544 6.7 
使用料・手数料 3 17 -82.4 
繰 入 金 7,775 6,713 15.8 
諸 収 入 652 899 -27.5 

歳　入　計 18,617 17,173 8.4 

保
険
料
の
通
知
は
必
ず

ご
確
認
く
だ
さ
い

800,000

700,000

600,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

（円）

H21

31,449円

571,702円

H23

17,208円

611,531円

１人当たりの医療給付費と保険料の比較

１人当たり医療給付費　　　１人当たり保険料
H22

31,709円

531,617円

H24

22,097円

683,072円

H25

25,048円

681,064円
35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

0

（円）

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

⑤



市
県
民
税
・
所
得
税
の

申
告
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う

　

市
県
民
税
・
所
得
税
の
申
告
に
は
様
々
な
準
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

期
限
内
に
正
し
い
申
告
が
で
き
る
よ
う
事
前
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

申
告
相
談
の
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
１
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

税務署で確定申告をしますか？

勤め先の給与以外に収入がありまし
たか？

扶養控除、医療費控除、社会保険料控除などの控
除を追加しますか？

勤務先で年末調整は済んでいますか？

公的年金収入以外に収入がありまし
たか？

市・県民税の申告
は必要ありません。

公的年金収入が下記に当てはまりますか？
・65歳以上の人で98万円超
・65歳未満の人で148万円超

スタート

①給与収入がある人 ②公的年金収入がある人 ③営業等、農業、不動産
などの事業所得がある
人、その他の雑所得、一
時所得がある人

★次の①～③のうち該当するものを選んでください

市・県民税の申告は必要ありません。

雑損控除の繰り越しがありますか？
確定申告が必要です。
（申告期間内であれば、各申告会場でも受け
付けます）

平成27年１月１日現在、陸前高田市
に住所（住民登録）がありましたか？

平成27年１月１日に居住していた市
町村に確認してください。

昨年中に収入がありましたか？
※非課税収入（障害年金・遺族年金・失業給
付金など）のみの人は「いいえ」へ

市・県民税の申告が必要です。
（収入がなかった旨を申告書に記載のうえ提
出してください）

市・県民税の申告が必要です。
※下記の「確定申告が必要となる人」に該当する場合など、内容によって所得税の確定申告になることもあります。

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい
はい

はいはい

はい

いいえ

いいえいいえ

いいえ

いいえ

いいえ

◇
雑
損
控
除
の
繰
越
を
す
る
人

◇
給
与
収
入
が
２
０
０
０
万
円
を

超
え
た
人

◇
年
末
調
整
し
た
給
与
以
外
の
所

得
が
20
万
円
を
超
え
た
人

◇
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
支
給

さ
れ
て
い
て
、
年
末
調
整
し
た

給
与
以
外
の
給
与
収
入
が
20
万

円
を
超
え
た
人

◇
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
人

◇
公
的
年
金
等
の
収
入
が

４
０
０
万
円
以
下
で
、
公
的
年

金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
が
20
万
円
を
超
え
た
人

◇
社
会
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控

除
や
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
な
ど
を

受
け
て
、
所
得
税
の
還
付
申
告

を
す
る
人

確
定
申
告
が

必
要
と
な
る
人

【申告が必要か確認してみましょう】

2015年（平成27年）１月１日号 ⑥



　

平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
・
帳

簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡

大
さ
れ
、事
業
所
得
（
営
業
・
漁
業
・

農
業
等
）、
不
動
産
所
得
ま
た
は

山
林
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行

う
す
べ
て
の
人
（
所
得
税
の
申
告

が
必
要
な
い
人
も
含
み
ま
す
）
は
、

収
入
金
額
や
必
要
経
費
に
関
す
る

事
項
を
記
帳
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
帳
簿
や
書
類
の
保
存
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
当
該
所
得
を
申

告
す
る
人
は
、
事
前
に
資
料
整
理

や
集
計
を
行
い
、
確
定
申
告
書
に

添
付
す
る
収
支
内
訳
書
ま
た
は
市

県
民
税
申
告
書
に
添
付
す
る
附
表

等
を
作
成
し
た
う
え
で
、
申
告
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

事
前
に
資
料
整
理
等
を
し
て
い

な
い
人
は
、会
場
に
設
置
す
る
「
集

計
コ
ー
ナ
ー
」
に
て
自
分
で
整
理

し
て
い
た
だ
き
、
整
理
後
に
申
告

を
受
け
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。（
医
療
費
控
除
を
受
け

る
場
合
も
同
様
で
す
）

※ 

既
定
の
集
計
表
で
の
集
計
が
難

し
い
人
の
た
め
に
、
簡
易
な
収
支

内
訳
書
を
税
務
課
窓
口
に
準
備
し

て
お
り
ま
す
。

■
印
鑑
（
ゴ
ム
印
不
可
）

■
所
得
の
内
訳
が
分
か
る
書
類

◇
給
与
、
年
金
収
入
の
あ
る
人

　

平
成
26
年
分
源
泉
徴
収
票

◇
事
業
所
得
等
の
あ
る
人

　

収
支
内
訳
書
ま
た
は
市
県
民
税

申
告
書
の
附
表
・
必
要
な
帳
簿
書

類
・
領
収
書
な
ど

◇
公
共
事
業
等
で
土
地
売
却
し
た
人

　

買
い
取
り
等
の
証
明
書

■
控
除
の
内
訳
が
分
か
る
書
類

◇
社
会
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険

税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
領
収
書

◇
国
民
年
金
保
険
料
の
証
明
書

◇
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
な

ど
の
控
除
証
明
書

◇
医
療
費
の
領
収
書
（
保
険
金
等

が
補
填
さ
れ
た
場
合
は
そ
の
額
が

分
か
る
も
の
）

※
合
計
が
総
所
得
金
額
の
５
㌫
ま

た
は
10
万
円
を
超
え
た
場
合

◇
障
害
者
手
帳

◇
税
額
控
除
に
関
す
る
書
類
（
寄

附
金
の
領
収
書
な
ど
）

■
預
金
通
帳
な
ど
の
口
座
番
号
が

分
か
る
も
の
（
所
得
税
の
還
付
を

受
け
る
人
の
み
）税

務
課
市
民
税

係
（
内
線
１
０
１
、１
０
２
）

■
確
定
申
告
は
適
正
な
申
告
を

　

税
務
署
で
は
申
告
内
容
等

を
過
去
に
遡
っ
て
確
認
し
て

お
り
、
誤
り
等
が
あ
る
場
合
に

は
修
正
申
告
や
期
限
後
申
告
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

際
は
、
次
の
申
告
漏
れ
や
誤
り

等
の
事
例
を
確
認
し
、
適
正
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
復
興
特
別
所
得
税
の
税
額
の

計
算
を
し
て
い
な
い
。

◇
み
な
し
仮
設
住
宅
や
建
設
会

社
等
の
現
場
事
務
所
、
建
築

資
材
置
き
場
な
ど
の
不
動
産

収
入
が
漏
れ
て
い
る
。

◇
扶
養
対
象
者
に
38
万
円
を
超

え
る
所
得
が
あ
る
（
例
：
親

に
譲
渡
所
得
（
特
別
控
除
前

の
所
得
金
額
が
38
万
円
超
）

が
あ
る
、
ま
た
は
子
ど
も
の

ア
ル
バ
イ
ト
（
給
与
）
収
入

が
１
０
３
万
円
を
超
え
て
い

る
が
扶
養
控
除
を
適
用
し
て

い
る
）。

■
自
宅
を
新
築
、
増
改
築
し
た
人
へ

　

金
融
機
関
等
か
ら
借
入
れ
て

平
成
26
年
中
に
自
宅
を
新
築
ま

た
は
増
改
築
を
し
た
人
は
、
一

定
の
条
件
に
合
え
ば
、
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

こ
の
控
除
の
適
用
を
受
け
る

に
は
、
住
民
票
や
登
記
簿
、
契

約
書
な
ど
の
書
類
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
早
め
の
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

税
務
署
で
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
の
作
成
指
導
を
予
定
し

て
い
る
人
は
２
月
中
に
指
導
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
適
用
の
条
件
や
必
要
書
類

等
に
つ
い
て
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

■
譲
渡
所
得
の
申
告
・
贈
与
税

の
申
告
が
必
要
と
な
る
人
へ

　

平
成
26
年
中
に
土
地
を
譲
渡

し
た
人
や
財
産
の
贈
与
を
受
け

た
人
は
確
定
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
事
業
等
に
よ
り

土
地
等
が
買
い
取
り
と
な
っ
た

人
で
、
震
災
に
よ
る
特
定
雑
損

失
の
繰
越
額
の
あ
る
人
や
居
住

用
財
産
の
譲
渡
の
特
例
を
受
け

る
人
な
ど
は
、
確
定
申
告
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

■
確
定
申
告
会
場

　

大
船
渡
税
務
署　

１
階

■
開
設
期
間

　

２
月
２
日（
月
）～
３
月
16
日

（
月
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ
先　

大
船
渡
税

務
署
☎
（
26
）
３
４
８
１

　

事
業
を
行
っ
て
い
る
人
は
、

毎
年
1
月
1
日
現
在
に
お
い

て
、
市
内
に
所
有
し
て
い
る
償

却
資
産
（
構
築
物
、
機
械
お
よ

び
装
置
、
船
舶
、
航
空
機
、
車

両
お
よ
び
運
搬
具
、
工
具
、
器

具
お
よ
び
備
品
）
に
つ
い
て
、

市
へ
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　

償
却
資
産
の
申
告
書
を
送
付

し
ま
す
。

　

申
告
書
を
送
付
し
ま
す
の
で

税
務
課
資
産
税
係
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　

1
月
5
日
（
月
）

　

２
月
２
日
（
月
）

　

税
務
課
資
産
税
係
（
内
線

１
０
４
、１
０
５
）

事
前
に
資
料
の
整
理
を
！

申
告
に
必
要
な
も
の

税
務
署
か
ら

前
年
度
申
告
し
た
人

申
告
受
付
開
始
日

申
告
締
切
日

平
成
26
年
中
に
取
得
し
た
人

問
い
合
わ
せ
先

償
却
資
産
申
告
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
先

⑦



・敷地面積　7,004.56㎡
・延床面積　2,954.15㎡
・規　　模　庁舎棟　地上２階／体験棟　地上５階
・構　　造　鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）／免震構造
・工　　期　平成25年7月25日～平成26年10月31日
・総事業費　約13億円

・住　　所　陸前高田市高田町字栃ヶ沢４７－１３
・電　　話　５４－２１１９／ＦＡＸ　５５-２６４８

エントランスホール

集会室

事務室

　平成２５年７月から市役所庁舎西側の津波
復興拠点整備区域内で建設を進めていた「陸
前高田市消防防災センター」が、昨年１０月
３１日に完成し、１２月１６日から本格稼働
しました。
　消防防災センターは、消防署機能を備えた
庁舎棟に加え、防災知識を深めるための体験
棟や、災害時に備えた備蓄倉庫、消防ポンプ
操法などに対応した訓練場、災害対策本部設
置時にも活用する防災研修室など様々な防災
機能を併せ持った施設となっています。
　庁舎棟は免震構造を採用し、非常用発電機
や太陽光発電、受水槽の設置などにより災害
時にインフラが途絶した場合であっても防災
拠点として機能の維持が可能となっています。

陸前高田市消防防災センター完成

消
火
活
動
に
欠
か
せ
な
い
ハ
シ
ゴ
と
梯
子

虎
舞
の
梯
子
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
気
仙
杉

の
デ
ザ
イ
ン

救
急
講
習
の
ほ
か
、
災
害
時
に
は
派
遣
消

防
隊
員
や
避
難
者
の
受
け
入
れ
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
活
用

消
防
本
部
と
消
防
署
の
事
務
ス
ペ
ー
ス
を

一
体
化
。
各
種
事
案
に
対
し
迅
速
な
対
応

を
図
り
ま
す
。

2015年（平成27年）１月１日号 ⑧



レスキューロード

レスキューロード

通信指令センター防災研修室

見学デッキ煙体験室

映像・音響設備も備える防災研修室。災害時には各機関が集結で
きる災害対策室として使用。

無線通信、車両管理等緊急時における情報を一括管理。電話通報
を受けてすぐに場所などを画面上で確認できるなど迅速な初動対
応が可能。

室内に迷路状の仕切りを設け、煙を充満させ
災害時の避難体験を実施 訓練を間近で体感できる見学デッキ

レスキューロードを軸に居室を並べ、最短・
最速出動が可能なゾーニング

１階平面図

2階平面図
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文化財ニュース

生涯学習情報生涯学習情報生涯学習情報

　１２月４日（木）、矢作コミセンで音楽療法士の立花理砂先生
を講師に迎え、高齢者教室が開催されました。
　「懐メロを歌おう～歌で心と体を若く元気に～」と題して行わ
れた学習会では、昭和の懐メロのイントロクイズに始まり、先生
の伴奏に合わせて参加者全員で歌いました。歌詞を目で追いなが
ら声を出し、それに合わせて手を動かすことで、脳を活性化させ
る効果があります。６月から６回に渡って開催されてきた矢作高
齢者教室は、懐かしい曲に笑顔があふれ、無事閉講となりました。

　陸前高田市立博物館では、被災した文化財の再生に取り組み続けています。
　再生の方法・技術などは世界的にも確立されていませんが、全国の支援を
受け、一歩ずつ進められています。
　その中間報告という意味を込め、さまざまなイベントが全国各地で開催さ
れます。「展示会」は、宮崎・兵庫・東京の３か所同時で開催され、東京の東
京国立博物館では平成２７年１月１０日～３月１５日までの期間で行われま
す。展示内容は、ほぼ陸前高田市の資料となっていますので、是非足を運ん
でください。
　詳細は、市立博物館（☎５８－２２０３）までお問い合わせください。

～ 大津波被災文化財保存修復技術連携プロジェクト ～

　１２月７日（日）、第一中学校体育館で平成２６年度復
興剣豪千葉周作顕彰少年剣道錬成大会が開催されました。
震災後、復興大会と銘打ち、昨年度から開催された本大会
には、宮城県、岩手県のベスト８に両県の沿岸地域から
２４の選抜チームが参加。１４７人の少年少女剣士が集い、
日頃の練習の成果を発揮しました。
　陸前高田剣道会の石川拓磨選手の力強い選手宣誓、岩手
県剣道連盟および北辰一刀流玄武館の公開演武に続き、予
選リーグ、決勝リーグと熱戦が展開され、観戦している人々

に感動を与えました。熱戦の結果、日詰少年剣友会（紫波町）が優勝、晨武館（花巻市）が準優勝、台
原体振少年剣道部（仙台市）と宮古尚志館道場（宮古市）が３位となりました。
　参加した選手は、「来年もまた来たい」と希望を胸に会場を後にしました。

矢作高齢者教室

剣豪千葉周作顕彰少年剣道錬成大会

生涯学習課（内線２５５）問い合わせ先

白熱した試合を展開する選手たち

歌いながら手を動かす参加者たち

2015年（平成27年）１月１日号 ⑩



地域包括支援センター発 !

●認知症の原因の半分を占めるアルツハイマー型認知症
　その予防や改善に、運動が有効であることがわかってきました。
最近の研究から
・ウォーキング（３㎞／日）‥‥認知症の発生率４２％低下
・趣味（余暇）活動‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３８％低下
　３つ以上の趣味・余暇活動を行っている人は発症率が８０％低下しています。

●認知症の予防に効果的な運動方法とは？
○ウォーキングや軽いジョギング、サイクリングなどの有酸素運動が効果的。（歩行が難しい人は、立ち

上がり運動や、手足を動かすことも効果有）
○強い運動を週１回やるよりも、３０分程度の運動を週３～４回程度（理想は毎日）行うことが大切。
○運動の効果は短期間で現れることもありますが、半年から１年程度は運動を続けることで効果が明ら

かになります。
○義務的に行わず、楽しみながら運動をすることが大切。
○運動をしながら、同時に脳に負荷をかける（頭を使う）とより効果的。
　たとえば、
・ウォーキングや踏み台昇降をしながら、１００から３を引き続ける計算をする。
・２～３人でしりとりをしながら歩く。
・足踏みしながら（座ったまま）動物や花の名前、都道府県名などをできるだけたくさん言う。
　などの変化をつけ、脳に新しい刺激を与える工夫をしましょう。

　１１月３０日（日）に「認知症ケア実践塾」の成果発表会として、市役所で実践塾市民講座を開催し
ました。１１２人が参加し、アンケートからは「水分摂取の大切さ、高齢者の低栄養について改めて勉
強できた」「認知症に対する心構えが楽しく学べた」という感想をいただきました。
　今回のお茶のみ話は前回に引き続き、「認知症ケア実践塾」の中で学んだ、認知症の予防や改善の方法
についてです。認知症の予防・改善に大切なポイントである、①水分、②栄養、③運動、④排便の４点
のうち、今回は③運動です。

　笑うと、大脳の奥からドーパミンという神経伝達物質が溢れ出てき
ます。ドーパミンは喜んだときに分泌される物質で脳の覚醒レベルを
上げて、記憶や学習機能を高め、認知症を防ぎます。たとえ面白くな
くても楽しくなくても大きな笑顔をつくっていると、脳は、「楽しいか
ら笑っている」と受け取り、ドーパミンを分泌します。意識的にニコ
ニコしていると脳は衰えないようです。また、笑顔でいることは全身
の免疫力も強くなり、がんの予防にも効果的です。

【ワンポイント】笑いで認知症予防！

介護お茶のみ話 その３

問い合わせ先 地域包括支援センター（内線２０５、２０６）

●次回の介護お茶のみ話は、④排便についてです。お楽しみに！●

☆まずは、自分の現在の歩数＋1000歩を目標に！

⑪



　

東
館
に
は
千
葉
安
房
守
が
お

り
、
後
に
浜
田
へ
移
り
、
気
仙

一
帯
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
の
後
に
は
高
田
壱
岐

守
が
配
置
さ
れ
、
館
の
整
備
と

共
に
町
の
造
成
工
事
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

東
館
に
対
し
、
西
館
も
築
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
本
丸
の

西
側
に
あ
り
、
こ
こ
に
は
「
西

館
氏
」
が
住
ん
で
お
り
ま
し
た
。

西
館
氏
は
葛
西
家
の
家
臣
で
「
気

仙
三
十
六
騎
」
に
数
え
ら
れ
た

一
人
で
す
。
そ
の
子
孫
が
屋
号

を
「
西
館
」
と
称
し
て
い
る
こ

と
は
地
名
で
も
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
商
店
街
の
中
心
で
あ

っ
た
大
町
に
は
、
千
葉
安
房
守

が
東
館
に
居
所
を
置
い
た
と
き
、

商
人
の
市
な
ど
が
開
か
れ
ま
し

た
。
そ
れ
以
前
は
、
本
宿
が
中

心
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
大
町

が
中
心
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

大
町
の
東
方
に
引
き
続
い
て

荒
町
が
あ
り
ま
す
。
大
町
か
ら

荒
町
へ
の
曲
が
り
角
は
、
直
角

に
曲
が
っ
て
い
る
の
で
見
通
し

が
き
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
城

下
町
の
一
つ
の
特
徴
と
言
え
ま

し
ょ
う
。
荒
町
と
い
う
地
名
は
、

荒
物
商
店
が
立
ち
並
ん
で
い
る

こ
と
に
よ
る
地
名
だ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
荒
物
と
は
、―
ほ
う
き
、

ざ
る
、
ボ
ウ
ル
な
ど
の
家
庭
用

品
、
小
間
物
な
ど
を
い
う
―
と

国
語
辞
典
に
あ
り
ま
す
。
荒
物

を
売
買
す
る
商
人
の
町
と
い
う

こ
と
か
ら
荒
町
と
い
う
名
が
生

ま
れ
た
と
い
う
の
が
大
方
の
考

え
の
よ
う
で
す
。

　

い
ず
れ
、
大
町
と
共
に
東
館

の
城
下
町
と
し
て
開
発
さ
れ
た

町
で
、
洞
の
沢
の
出
入
り
口
に

当
た
り
、
東
館
の
登
り
口
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
荒
町
の
一
部
を
「
先
陣
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
に
は

「
先
陣
屋
敷
」
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
郷
社
や
村
社
な
ど
の

祭
礼
に
は
、
先
陣
組
と
称
し
て

先
導
役
を
務
め
る
習
わ
し
で
し

た
。
藩
政
時
代
に
は
、
神
明
宮

（
千
福
寺
）
が
村
の
鎮
守
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
祭
礼
の
正
月

二
十
一
日
に
は
今
泉
か
ら
足
軽

衆
が
派
遣
さ
れ
て
警
固
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
と
き
も
先
陣
が
そ
の
本

拠
と
な
る
習
わ
し
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
こ
の
先
陣
集
落

も
安
房
守
の
頃
に
つ
く
ら
れ
た

も
の
で
し
ょ
う
。

　
「
洞
の
沢
」
は
、
入
口
が
狭
く

中
ほ
ど
の
懐

ふ
と
こ
ろが
袋
状
の
地
形
に

よ
る
地
名
で
す
。
こ
の
集
落
は
、

千
葉
広
綱
と
い
う
地
頭
の
最
後

の
地
だ
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
「
隠
れ
里
屋
敷
」

「
隠
居
屋
敷
」
な
ど
の
地
名
が
残

っ
て
い
る
の
は
、
あ
る
い
は
広

綱
や
そ
の
家
来
な
ど
の
「
隠
れ

家
」
の
類
で
あ
っ
た
も
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

洞
の
沢
と
い
う
地
名
が
戦
前

に
お
い
て
特
に
著
名
で
あ
っ
た

の
は
、
豊
臣
秀
吉
の
時
代
、
そ

の
家
臣
で
あ
っ
た
石
田
三
成
の

筆
頭
家
老
の
島
左
近
の
墓
碑
だ

と
さ
れ
る
「
香
誉
浄
林
八
月
晦

日
浜
田
甚
兵
衛
嶋
左
近
」
が
、

洞
の
沢
に
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

―
か
つ
て
浜
田
甚
兵
衛
と
い
う

人
物
が
米
崎
村
に
関
ヶ
原
の
戦

い
の
後
に
移
り
住
む
。
性
豪
放

に
し
て
必
ず
人
の
上
席
を
占
め

る
。
子
が
あ
っ
た
が
悉

こ
と
ご
とく

女
性
。

そ
の
一
人
が
矢
作
因
幡
守
に
嫁

す
。
そ
の
席
に
お
い
て
い
わ
く

『
我
に
男
の
子
あ
ら
ば
、
豊
臣
氏

の
天
下
の
再
興
を
は
か
り
た
い
。

し
か
し
、
子
は
い
ず
れ
も
女
性
』

と
言
っ
て
熱
涙
下
る
。
こ
の
豪

放
の
人
物
、
人
に
語
り
て
言
う

は
『
我
は
三
成
の
臣
、
島
左
近

也
』
と
。
し
か
し
、
こ
の
人
物

も
正
保
五
年（
１
６
４
８
）没
す
。

年
八
十
六
歳
。『
自
分
は
島
左
近

で
あ
る
が
、
こ
の
地
に
亡
命
し
、

機
を
伺
う
も
、
縁
な
く
て
志
は

か
な
わ
ず
』
と
言
い
残
し
た
と

言
い
、
子
ら
に
『
わ
が
名
を
汚

す
こ
と
な
か
れ
』
と
も
言
い
残

し
た
と
い
う
―

　

右
は
、
明
治
43
年
発
刊
の
「
気

仙
郡
誌
」（
岩
手
県
教
育
会
気
仙

部
会
編
さ
ん
）
の
「
人
物
伝
記
」

の
中
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
墓
碑

が
高
田
町
の
洞
の
沢
に
あ
る
理

由
は
不
明
で
す
…

地 

名 

と 

歴 

史

ー
高
田
か
い
わ
い
⑩
ー

（113）
（616）

金
　
野
　
静
　
一
・
文

斎
　
藤
　
多
美
子
・
絵
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１月の診療日程

の
家
臣
で
あ
っ
た
石
田
三
成
の

筆
頭
家
老
の
島
左
近
の
墓
碑
だ

と
さ
れ
る
「
香
誉
浄
林
八
月
晦

日
浜
田
甚
兵
衛
嶋
左
近
」
が
、

洞
の
沢
に
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

―
か
つ
て
浜
田
甚
兵
衛
と
い
う

人
物
が
米
崎
村
に
関
ヶ
原
の
戦

い
の
後
に
移
り
住
む
。
性
豪
放

に
し
て
必
ず
人
の
上
席
を
占
め

る
。
子
が
あ
っ
た
が
悉

こ
と
ご
とく

女
性
。

そ
の
一
人
が
矢
作
因
幡
守
に
嫁

す
。
そ
の
席
に
お
い
て
い
わ
く

『
我
に
男
の
子
あ
ら
ば
、
豊
臣
氏

の
天
下
の
再
興
を
は
か
り
た
い
。

し
か
し
、
子
は
い
ず
れ
も
女
性
』

と
言
っ
て
熱
涙
下
る
。
こ
の
豪

放
の
人
物
、
人
に
語
り
て
言
う

は
『
我
は
三
成
の
臣
、
島
左
近

也
』
と
。
し
か
し
、
こ
の
人
物

も
正
保
五
年（
１
６
４
８
）没
す
。

年
八
十
六
歳
。『
自
分
は
島
左
近

で
あ
る
が
、
こ
の
地
に
亡
命
し
、

機
を
伺
う
も
、
縁
な
く
て
志
は

か
な
わ
ず
』
と
言
い
残
し
た
と

言
い
、
子
ら
に
『
わ
が
名
を
汚

す
こ
と
な
か
れ
』
と
も
言
い
残

し
た
と
い
う
―

　

右
は
、
明
治
43
年
発
刊
の
「
気

仙
郡
誌
」（
岩
手
県
教
育
会
気
仙

部
会
編
さ
ん
）
の
「
人
物
伝
記
」

の
中
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
墓
碑

が
高
田
町
の
洞
の
沢
に
あ
る
理

由
は
不
明
で
す
…

● 第一中学校敷地内で診療しています ●

岩手県医師会高田診療所
期　　　日 診療（受付）時間 診　　療　　科

１月　２日（金） １１：００～１６：００ 小児科
３日（土） １１：００～１６：００ 内科系
４日（日） １１：００～１６：００ 内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

１０日（土） １５：００～１８：００ 内科系、外科系、小児科、心療内科
１１日（日） １１：００～１６：００ 内科系、外科系、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科
１２日（月） １１：００～１６：００ 外科系
１７日（土） １５：００～１８：００ 内科系、外科系、小児科、心療内科
１８日（日） １１：００～１６：００ 内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科
２４日（土） １５：００～１８：００ 内科系、外科系、小児科、泌尿器科、心療内科、子どもの心
２５日（日） １１：００～１６：００ 内科系、外科系、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科
３１日（土） １５：００～１８：００ 内科系、外科系、小児科、心療内科

※診療科は、日によって異なります。また、都合により変更になる場合があります。
※平成２７年１月末まで、子ども（６か月児～中学３年生）を対象にしたインフルエンザの予防接種（土・日曜
日に実施、市からの補助有）、高齢者を対象にした肺炎球菌ワクチンの接種（予約制、市からの補助有）を行っ
ています。予約が必要ですので、電話等で申し込みください。

　毎週水曜日の午後に、岩手医科大学が皮膚科の診療を行っています。これは、岩手医大と高田診療所
を遠隔診断システムで結び、テレビ画面を通じて診療を行うものです。当面は、両医療機関に皮膚科の
専門医師が配置されますので、精度の高い診療が期待できます。

期　　　日 診療（受付）時間 予約受付時間
１月　７日（水）

１５：００～１７：００ 午前１０時から電話予約の受付をします。１４日（水）
２１日（水）
２８日（水）

※要予約　○直接または電話　土・日曜日の診療（受付）時間　○電話のみ　水曜日　午前１０時～

高田診療所　☎５３－２１１０

　「たかたのゆめ」は、陸前高田市の新しいオリジナルブランド米です。
　このコーナーでは、「たかたのゆめ」について、広く市民の皆さんに知って
いただけるようシリーズで紹介します。
■「たかたのゆめ」の提供・販売
　「たかたのゆめ」をより身近に食べていただくため、市内を中心に約１０店
舗（平成２６年１２月現在）の飲食店等で「たかたのゆめ」を使った様々な
料理が提供されています。
　また、市内のスーパーマーケットでは、「たかたのゆめ」の新米が販売され
ており、どなたでも購入することができます。
　「たかたのゆめ」を提供・販売する店舗には、目印として「のぼり旗」が設
置されていますので、是非「たかたのゆめ」を味わってみてください。

農林課農政係（内線４７３）問い合わせ先

問い合わせ先

岩手県医師会高田診療所

岩手医大による皮膚科診療（遠隔診断）日程（場所：岩手県医師会高田診療所）

■「たかたのゆめ」とは
　ＪＴ（日本たばこ産業株式会社）が「いわた１３号」とい
う品種名称で開発・保有していた種を復興支援の一環として、
権利も含めて市に寄贈した新種米。
　陸前高田市でしか作付けされていないオリジナルブランド
米であり、津波で甚大な被害を受けた農業の復興のシンボル
として、地域ブランド米としての確立を目指しています。

⑬



１
月
か
ら
月
・
火
曜
日

診
療

・
１
月
19
日
（
月
）、
20
（
火
）

・
２
月
２
日（
月
）、
３
日
（
火
）、

16
日
（
月
）、
17
日
（
火
）

・
３
月
２
日（
月
）、
３
日
（
火
）、

16
日
（
月
）、
17
日
（
火
）、
30

日
（
月
）、
31
日
（
火
）

午
前
８
時
～
11
時
30

分
／
午
後
２
時
～
５
時
30
分

亀
田
叔
子
先
生

鵜
浦
医
院
☎

（
55
）
２
１
２
５

　
「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
中
で
す
。
新
た
に
成
人
し
た

人
も
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

１
月
18
日
（
日
）
午
前
10

時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分

～
４
時

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ

ー
陸
前
高
田
店

※
医
師
の
判
断
に
よ
り
お
願
い
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。長

寿
社
会
課
介

護
保
険
係
（
内
線
２
０
４
）

○
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ナ
イ
タ
ー

リ
ー
グ

２
月
３
日
～
３
月
中
旬（
毎

週
火
曜
日
）
午
後
７
時
～
９
時

市
立
第
一
中
学
校
体
育
館

市
内
在
住
者
、
市
内

勤
務
者
、
市
内
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

在
籍
す
る
者
（
高
校
生
以
下
は
不

可
）

１
月
13
日
（
火
）
～

23
日
（
金
）

１
月
27
日
（
火
）

午
後
７
時
／
市
役
所
４
号
棟
第
４

会
議
室

○
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室

１
月
31
日
（
土
）
午
前
７

時
～
午
後
５
時
予
定

越
路
ス
キ
ー
場
（
奥
州
市
）

陸
前
高
田
市
ス
キ
ー
協
会

会
員

20
人
※
先
着
順

２
０
０
円
（
保
険
料
）

※
ス
キ
ー
一
式
レ
ン
タ
ル
料
、
昼

食
代
、
リ
フ
ト
代
別

１
月
13
日
（
火
）
～

23
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

と
も
に
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
内

線
２
５
２
、２
５
３
）

　

陸
前
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
、
県
の
連
合
会
と
共

催
し
、
子
育
て
を
し
て
い
る
家
族

を
支
え
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
講
習
会

の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

１
月
26
日
（
月
）
～
29
日

（
木
）

陸
前
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
研
修

室

市
内
に
居
住
す
る
55
歳
以

上
の
人

15
人
※
先
着
順

無
料
※
テ
キ
ス
ト
代

２
５
０
０
円
は
自
己
負
担

１
月
22
日
（
木
）

陸
前
高
田

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎

（
54
）
４
８
８
８

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
啓
発
活
動
や
、
法
務
局
の
人

権
相
談
所
な
ど
で
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
人
権
相
談
を
受
け
る
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
１
日
付
け
で
村
上
温
代
さ

ん
（
再
任
）、
菅
野
和
枝
さ
ん
（
再

任
）、
蒲
生
由
美
子
さ
ん
（
再
任
）

が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
現
在
の
陸
前
高
田
地
区

の
委
員
は
次
の
と
お
り
で
、
毎
月

１
回
（
原
則
と
し
て
第
２
水
曜
日
）

行
わ
れ
て
い
る
市
民
相
談
の
相
談

員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

吉
田
豊
司
委
員
、
熊
谷
光

洋
委
員
、
菊
池
政
雄
委
員
、
菅
野

幸
委
員
、
村
上
温
代
委
員
、
菅
野

和
枝
委
員
、
蒲
生
由
美
子
委
員

市
民
環
境
課
環

境
安
全
係
（
内
線
１
３
５
）

　

市
立
第
一
中
学
校
で
は
、
平
成

26
年
度
で
創
立
50
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
平
成
26
年
６
月
か
ら
準
備

委
員
会
や
臨
時
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
、
実

行
委
員
会
、
専
門
部
会
等
の
会
議

を
重
ね
記
念
事
業
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
事
業
内
容
は
、
記
念

式
典
の
開
催
・
記
念
誌
の
制
作
・

記
念
碑
の
建
立
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
各
卒
業
年
度
の
代
表
者

を
確
認
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
代

表
者
を
通
し
て
記
念
事
業
に
係
る

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

11
月
１
日
（
日
）

市
立
第
一
中
学

校
☎（
55
）３
９
２
１

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
海
上
の
事

件
、
事
故
等
の
緊
急
通
報
用
電

話
番
号
と
し
て
３
桁
電
話
番
号

「
１
１
８
番
」
を
運
用
し
て
い
ま

す
。

○
次
の
よ
う
な
場
合
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い

・
海
難
人
身
事
故
に
遭
遇
ま
た
は

目
撃
し
た
。

・
密
漁
、
不
法
投
棄
、
密
航
、
密

輸
事
犯
等
の
情
報
を
得
た
。

・
見
慣
れ
な
い
船
、
不
審
な
船
を

発
見
し
た
。

・
油
の
排
出
等
を
発
見
し
た
な
ど
。

information

お知らせコーナー

information

お知らせコーナー

参
加
者
募
集

市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ナ
イ
タ
ー
リ

ー
グ
／
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室

１
月
18
日
は
１
１
８
番
の
日

海
上
保
安
庁
緊
急
通
報
用

電
話
番
号
の
お
知
ら
せ

鵜
浦
医
院
か
ら

皮
膚
科
診
療
の
ご
案
内

あ
な
た
の
優
し
さ
で
救
わ
れ
る
命
が
あ
り
ま
す

献
血
ご
協
力
の
お
願
い

受
講
者
募
集

保
育
サ
ー
ビ
ス
講
習
会

人
権
相
談
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱

市
立
第
一
中
学
校
か
ら

創
立
50
周
年
記
念
事
業
の
ご
案
内

診
療
日

医
師

日
時

講
師

定
員

日
時

日
時

受
講
料

参
加
料

受
付
時
間

日
程

委
員

参
加
資
格

申
込
期
間

申
込
期
間

代
表
者
会
議

申
込
締
切
日

会
場

会
場

会
場

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

式
典
予
定

会
場

対
象

定
員

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

2015年（平成27年）１月１日号 ⑭



慶 弔（届出日：11/16～12/15）

 ◇出生（　）は字名・保護者・出生日

竹駒　齋　籘　ちとせ（相川・卓・11/11）

　　　松　野　心
み

　咲
さき

（滝の里・裕・12/3）

気仙　河　野　心
と

　和
わ

（水上・純一・12/7）

小友　清　水　涼　央（小ヶ口前・健太・12/5）

おくやみ（　）は字名・年齢・死亡日

矢作　伊　籘　サダ子（山崎・66・11/21）

横田　泉　田　賢　一（太田・71・11/19）

気仙　武　藏　省　悦（要谷・68・12/10）

　　　菅　野　フミ子（双六・81・12/11）

　　　宮　城　隆　興（丑沢・83・12/13）

高田　早　川　キヨヂ（鳴石・94・11/16）

　　　佐々木　哲　也（大隅・75・11/27）

　　　村　上　ヒデヨ（山苗代・88・12/1）

　　　熊　谷　守　晃（荒町・67・12/9）

　　　岡　田　サ　ツ（東和野・97・12/9）

米崎　熊　谷　富　男（道の上・89・11/18）

　　　熊　谷　千次郎（脇の沢・97・12/1）

小友　村　上　ミノヱ（腰廻・92・12/6）

　　　千　葉　　　安（中西・81・12/14）

広田　臼　井　ト　ヨ（大久保・96・11/17）

　　　臼　井　　　茂（大久保・94・11/21）

　　　村　上　登久美（泊・80・11/22）

　　　小　林　ヨシエ（泊・95・12/10）

　　　小　西　松　子（谷地・65・12/15）

　

一
日
に
と
る
食
塩
量
は
成
人
女

性
７
・
５
ｇ
未
満
、
成
人
男
性
９
・

０
ｇ
未
満
で
す
。し
か
し
、国
民
健

康
栄
養
調
査
結
果
で
は
、
岩
手
県

の
食
塩
摂
取
量
が
平
均
11
・
８
ｇ

で
、
全
国
で
最
も
高
い
数
値
と
な

り
ま
し
た
。

●
塩
分
の
と
り
過
ぎ
が
高
血
圧
を

招
く
！

　

塩
分
の
と
り
過
ぎ
は
高
血
圧
を

招
き
ま
す
。
高
血
圧
は
脳
卒
中
の

原
因
と
な
る
た
め
、
食
事
の
塩
分

を
意
識
し
て
減
ら
す
こ
と
は
と
て

も
重
要
で
す
。
塩
分
を
減
ら
す
こ

と
で
血
圧
は
下
が
り
、
薬
の
効
き

も
よ
く
な
り
ま
す
。

●
減
塩
大
作
戦

①
味
噌
汁
は
具
だ
く
さ
ん
で
、
１

日
２
杯
ま
で

　

具
だ
く
さ
ん
の
味
噌
汁
は
野
菜

を
た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、

汁
の
量
も
減
り
、
塩
分
を
カ
ッ
ト

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
漬
物
は
小
皿
に
盛
る

　

食
べ
た
量
を
確
認
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

③
麺
類
の
汁
は
残
す

　

麺
類
の
汁
を
残
す
こ
と
で
塩
分

を
３
ｇ
も
減
ら
せ
ま
す
。

④
醤
油
に
つ
け
て
食
べ
る

　

醤
油
を
直
接
か
け
る
と
塩
分
が

オ
ー
バ
ー
に
な
り
が
ち
で
す
。
小

皿
に
つ
け
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

⑤
食
べ
過
ぎ
な
い

　

い
く
ら
薄
味
の
料
理
で
も
、
た

く
さ
ん
食
べ
れ
ば
、
塩
分
の
量
が

多
く
な
り
ま
す
。
腹
八
分
目
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

●
突
撃
！
隣
の
お
味
噌
汁

　

岩
手
県
で
は
、
脳
卒
中
死
亡
率

が
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
と
な
っ
た
こ

と
を
受
け
、
食
生
活
改
善
推
進
員

協
議
会
員
が
味
噌
汁
の
塩
分
を
測

定
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
希

望
す
る
人
は
、
近
く
の
会
員
か
、

健
康
推
進
課
保
健
係
栄
養
士
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

陸
前
高
田
市
は
海
の
幸
、
山
の

幸
が
豊
富
で
す
。
新
鮮
な
旬
の
食

材
を
生
か
し
て
減
塩
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

釜
石
海
上
保
安

部
管
理
課
☎
０
１
９
３
（
22
）

３
８
２
０

　

岩
手
県
特
定(

産
業
別)
最
低
賃

金
が
、
平
成
26
年
12
月
18
日(
木)

よ
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
手
県
内
で
働
く
５
産
業
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
賃
金
額

が
改
正
額
を
下
回
っ
て
い
る
場
合

は
、
発
効
日
か
ら
改
正
額
以
上
と

な
る
よ
う
賃
金
額
を
改
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。岩

手
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室
☎
０
１
９

（
６
０
４
）
３
０
０
８

　

大
阪
・
豊
中
市
の
梅
花
中
・
高

校
生
60
名
が
陸
前
高
田
市
を
訪

問
。
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
披
露
し
、

市
民
に
元
気
・
勇
気
・
笑
顔
を
届

け
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す

１
月
24
日
（
土
）
午
後
２

時
～
３
時市

立
第
一
中
学
校
体
育
館

無
料上

履
き
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

企
画
政
策
課
（
内

線
１
７
１
）

★「陸前高田災害ＦＭ８０ .５MHz」では災害情報や生活関連情報を放送しています。広報りくぜんたかたと併せてご利用ください。

日
時

会
場

入
場

そ
の
他

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

保
健

だ
よ
り

保
健

だ
よ
り

3 9 4
減
塩
で
脳
卒
中
予
防
！

震
災
を
忘
れ
な
い
・
風
化
さ
せ
な
い
！

梅
花
中
学
校
・
高
校
の
生
徒

に
よ
る
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

確
認
し
ま
し
ょ
う

岩
手
県
特
定
（
産
業

別
）
最
低
賃
金
が
改
正

●
訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
り
く
ぜ
ん
た
か
た
12

月
15
日
号
10
ペ
ー
ジ
の
「
健

康
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー
」
内
の

１
月
14
日
に
「
７
歳
児
健
康

相
談
」
と
表
記
し
て
お
り
ま

す
が
、
正
し
く
は
「
７
か
月

児
健
康
相
談
」
で
し
た
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

り ょ う

⑮



数字で見る陸前高田市
市内の火災救急活動（１１月）

（　）は 1 月からの累計
市の人口（１１月３０日現在）
◎住民登録人口（　）内は前月比

市内の交通事故（11月末現在）
大船渡警察署調べ。（　）は１月からの累計

◆人身事故
◆物損事故
◆負 傷 者
◆死 亡 者
◆飲酒運転

男
女
計

世帯数

◆建　　物
◆林野・その他
◆出動件数
◆搬送人員

０件
２９件

０人
０人
１人

９，８７８人
１０，５３１人
２０，４０９人

７，６２２世帯

０件
０件

６１件
６０人

（２４件）
（３９２件）
（３０人）
（　１人）
（　５人）

（　 ３）
（ － ３）
（増減なし）

（ － １）

（  ２件 ）
（  ０件 ）
（７０４件）
（６８１人）

※前年同月との比較（－１５６）

◆編集・発行◆　陸前高田市企画部まちづくり戦略室　〒０２９－２２９２ 岩手県陸前高田市高田町字鳴石４２番地５　☎０１９２（５４）２１１１（内線１７３）
　　　　　　　　ホームページ http://www.city.rikuzentakata.iwate.jp　Ｅメール senryaku@city.rikuzentakata.iwate.jp

健康推進課保健係（内線２４３）

①豆腐はふきん等で水気を絞り、すりごまとしっかり混ぜ合わせる。
②ニンジンは２ｃｍ長さのせん切り、ホウレンソウは２ｃｍ長さのざく切りにし、

レンジで温めるか、フライパンで蓋をして２～３分くらい加熱し、ザルに取り冷
ます。

③キュウリは薄切り、キャベツは２ｃｍ角に切り、塩をふり、しんなりしたらぎゅ
っと絞る。

④ワカメは水に戻して塩気を抜き、ざく切りにする。
⑤①に②、③、④と枝豆のむき身と A を加え、混ぜ合わせる。
⑥器に盛り付け、紫タマネギとミニトマトを添える。

さっぱり白和え

・豆腐‥‥５０ｇ（1/8丁）
・白すりごま‥‥大さじ２
・ニンジン‥‥‥‥‥３０ｇ
・ホウレンソウ‥‥‥５０ｇ
・キュウリ‥‥‥‥‥８０ｇ
・キャベツ‥‥‥‥‥４０ｇ
・塩蔵ワカメ‥‥‥‥１５ｇ
・ゆで枝豆‥‥‥‥‥‥８粒
　　ごま油‥‥‥‥小さじ２
　　砂糖‥‥‥‥‥小さじ２
　　しょうゆ‥‥‥小さじ１
　　酢‥‥‥‥‥‥小さじ２
・紫タマネギスライス
・ミニトマト

A

添え野菜
少々

作
り
方

材料（２人分）

問い合わせ先

食改
レシピ

　具だくさんで噛む回数も UP する、なめらかな食感の白和えです。
　カルシウム不足が気になる人は、カッテージチーズや粉チーズを入れるとカルシウム補
給ができます。コクもプラスされて違った味が楽しめますよ♪

一 言 メ モ
【エネルギー 151kcal　食塩相当量　0.6 ｇ】
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